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ど
け
ん
ね
り
ま
フ
ェ
ス
タ
 開
催

            ギ
ネ
ス
世
界
記
録
更
新
の
快
挙
な
る
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第三種郵便物認可

「
旭
太
鼓
」に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

 ５０００人が集結した全体会場 （長崎市内）

  「同時釘打ち最多人数」の世界記録を４７０人と大きく更新しました

   朝
晩
涼
し

く
な
り
、
夜

は
虫
の
声
で

も
秋
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

近
郊
の
田
園

地
帯
で
は
稲
刈
り
も
終
わ

り
、
い
よ
い
よ「
味
覚
の
秋
」

の
到
来
だ
。「
読
書
の
秋
」。静

か
な
秋
の
夜
に
ど
っ
ぷ
り
と

教
養
を
深
め
る
の
も
、ミ
ス

テ
リ
ー
で
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
の

も
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
が
あ
る
。

そ
し
て
や
は
り「
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
」。汗
ば
ん
で
も
乾
い
た

秋
風
が
心
地
よ
い
。日
本
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る

な
ら
こ
の
季
節
が
よ
い
と
強

く
思
う
。▽
だ
が
気
を
付
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
る
こ

と
だ
。だ
い
た
い
８
月
下
旬

か
ら
　
月
に
か
け
て
、日
本

１０

の
上
空
に
張
り
出
し
て
い
た

夏
の
高
気
圧
が
し
だ
い
に
弱

ま
り
、台
風
が
日
本
列
島
を

通
過
す
う
よ
う
に
な
る
。そ

れ
に
加
え
、以
前
は
も
っ
と

赤
道
側
で
発
生
し
た
も
の

が
、日
本
の
近
く
で
発
生
す

る
よ
う
に
な
り
、台
風
自
体

の
勢
力
が
衰
え
な
い
ま
ま
日

本
列
島
を
襲
う
。「
地
球
温
暖

化
」の
影
響
か
。▽
台
風
だ
け

で
な
く
、地
震
・
噴
火
・
豪
雨
・

地
滑
り
等
、日
本
は
世
界
有

数
の「
災
害
大
国
」で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
、そ
の

「
大
国
」は
、主
導
す
る
は
ず

の
政
府
が
大
き
な
被
害
を

「
ま
ず
ま
ず
」と
平
気
な
顔
で

言
い
、不
思
議
な
人
間
た
ち

が
牛
耳
っ
て
い
る
。（
奈
）

   練
馬
支
部
結
成
　
周
年
を

６０

祝
う
「
ど
け
ん
ね
り
ま
フ
ェ

ス
タ
２
０
１
９
」
が
９
月
　２９

日
（
日
）、
都
立
光
が
丘
公
園

・
芝
生
広
場
に
て
３
万
人
の

来
場
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

   心
配
さ
れ
て
い
た
空
模
様

で
し
た
が
、
日
差
し
の
強
い

夏
空
が
こ
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

を
後
押
し
し
て
く
れ
ま
し

た
。
  「
ど
け
ん
ね
り
ま
フ
ェ
ス

タ
」、
支
部
の
歴
史
を
築
い

て
き
た
先
輩
方
へ
の
敬
意
は

も
ち
ろ
ん
、
今
回
は
「
地
域

を
つ
な
ぐ
」、「
仲
間
を
つ
な

ぐ
」、「
技
能
を
つ
な
ぐ
」
を

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り

組
み
ま
し
た
。

   分
会
の
模
擬
店
や
上
棟

式
、
プ
ロ
レ
ス
企
画
や
ス

テ
ー
ジ
企
画
に
よ
り
、
来
場

さ
れ
た
多
く
の
「
地
域
」
の

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の

場
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
内
の
専
用
チ
ケ
ッ
ト

「
ド
ケ
ン
券
」
の
事
前
普
及

活
動
か
ら
、
当
日
は
多
く
の

「
仲
間
」が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て「
職
人
防
災
ひ
ろ
ば
」

で
は
ミ
ニ
黒
板
づ
く
り
や
か

ん
な
が
け
、
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ

プ
等
、
職
人
の
「
技
能
」
を

来
場
者
に
知
っ
て
も
ら
い
、

東
京
土
建
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
ま
し
た
。

   フ
ェ
ス
タ
の
最
終
盤
、
超

目
玉
企
画
「
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
『
同
時
に
釘
を
打
ち
込
ん

だ
最
多
人
数
』
へ
の
挑
戦
」

で
は
、
５
歳
の
男
の
子
も
ひ

と
り
で
見
事
に
釘
を
打
ち
込

む
な
ど
、
挑
戦
者
の
皆
さ
ん

が
緊
張
し
な
が
ら
も
正
確
に

釘
を
打
ち
込
み
、
今
年
８
月

に
ア
メ
リ
カ
で
記
録
さ
れ
た

３
６
９
人
を
大
き
く
更
新
、

「
４
７
０
人
」
で
見
事
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
認
定
さ
れ
、
記

憶
だ
け
で
な
く
「
記
録
」
に

も
残
る
フ
ェ
ス
タ
と
な
り
ま

し
た
。 
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  世
界
記
録
更
新
の
認
定
書
を
受
取
る
福
岡
忠
行
執
行
委
員
長（
左
） 

 プロレス団体「FREEDOM」による大技の数々

   挨
拶
す
る
福
岡
執
行
委
員
長

         模
擬
店
も
大
盛
況

  練
馬
工
業
高
校
の
ダ
ン
ス

  光
が
丘
一
中
に
よ
る
演
奏

         上
棟
式
の
餅
ま
き
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        北
練
馬
分
会
      前
田
  敏
雄
 さ
ん

        桜
台
分
会
         三
上
  紀
美
子
 さ
ん

        大
泉
東
分
会
      早
川
  定
道
 さ
ん

        石
神
井
分
会
      平
田
  可
織
 さ
ん

        早
宮
分
会
         天
野
  邦
子
 さ
ん

        

       答
え
：
  ゲ
ッ
カ
ビ
ジ
ン
（
月
下
美
人
）

       た
く
さ
ん
の
ご
応
募

                    あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

       

       ※
今
号
、
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
は

                                       お
休
み
し
ま
す
。

求求
人人

塗
装
工
（
３
人
以
上
）
社
員
、
見
習

  ㈲
ア
マ
ノ
建
装

 （
旭
町
光
が
丘
分
会
）

  練
馬
区
旭
町
１
‐
　
‐
　

１８

２１

  ☎
０
９
０
‐
３
５
３
５
‐
２
７
９
３

鉄
筋
工
（
３
人
以
上
）
社
員

  ㈱
鉄
心

 （
石
神
井
分
会
）

  練
馬
区
高
野
台
２
‐
　
‐
　
‐
４
０
３

２７

２０

  ☎
０
９
０
‐
１
７
３
６
‐
０
８
５
７

造
園
職
人
（
２
人
）
社
員

  ㈲
板
倉
造
園

 （
早
宮
分
会
）

  練
馬
区
春
日
町
１
‐
　
‐
　

２９

２１

  ☎
０
９
０
‐
６
５
３
８
‐
７
２
８
７

造
園
職
人
（
２
人
）
社
員

  ㈲
城
北
造
園

 （
中
村
分
会
）

  練
馬
区
中
村
北
４
‐
６
‐
３

  ☎
０
９
０
‐
２
７
９
５
‐
４
３
９
１

重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
（
１
人
）
社
員

  ㈱
信
和

 （
関
町
分
会
）

  練
馬
区
関
町
東
２
‐
　
‐
４

１４

  ☎
０
３
‐
３
９
２
８
‐
０
１
０
５

現
場
管
理
（
２
人
）
社
員

  ㈱
有
川
建
設

 （
石
神
井
台
分
会
）

  練
馬
区
関
町
北
１
‐
　
‐
　

２６

１２

  ☎
０
３
‐
３
９
２
８
‐
１
１
１
１

  お
問
い
合
わ
せ
＆
申
込
み
は

     東
京
土
建
練
馬
支
部

                  求
人
・
求
職
係

     0
3
‐
3
8
2
5
‐
5
5
2
2

                                      ま
で

   ９
月
　
日
、
天
気
に
恵

２９

ま
れ
、
光
が
丘
公
園
に
群

長
さ
ん
の
車
で
参
加
し
ま

し
た
。

   木
造
二
階
住
宅
事
務

所
、
高
野
台
事
務
所
、
そ

し
て
現
在
の
会
館
と
練
馬

支
部
は
立
派
に
な
り
ま
し

た
。
我
が
家
は
長
期
に
渡

り
お
世
話
に
な
っ
て
ま

す
。
   七
千
人
以
上
の
大
き
な

組
合
と
な
り
、
フ
ェ
ス
タ

当
日
は
地
域
の
二
校
の
学

校
も
参
加
、
区
民
と
組
合

員
の
共
同
作
業
で
世
界
一

４
７
０
本
の
釘
打
ち
に
成

功
、
地
域
の
方
々
に
も
東

京
土
建
の
「
力
」
を
知
ら

せ
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃
の

拡
大
の
成
果
、「
数
は
力
」

を
実
感
し
ま
し
た
。

   千
の
風
に
乗
っ
て
大
先

輩
の
方
々
も
き
っ
と
喜
ん

で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
思

い
ま
し
た
。
模
擬
店
め
ぐ

り
、
懐
か
し
い
人
に
も
会

え
ま
し
た
。

   若
い
組
合
員
さ
ん
と
高

齢
者
組
合
員
さ
ん
と
、
石

神
井
分
会
は
こ
の
行
事
も

い
い
関
係
で
思
い
出
に
残

る
一
日
で
し
た
。

核兵器廃絶にむけて考えてみる②

～日本政府の考え方って？～
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   日
本
が
世
界
初
の
戦
争
核

被
爆
国
と
な
り
７
４
年
。
前

回
は
「
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）」
と
「
核
兵
器
禁
止
条

約
」
の
内
容
と
矛
盾
に
つ
い

て
述
べ
て
き
ま
し
た
。

   今
回
は
、
核
兵
器
廃
絶
に

関
す
る
日
本
政
府
の
考
え
方

に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
ま

す
。
   結
論
か
ら
い
う
と
、
日
本

政
府
は
こ
の
ま
ま
「
ア
メ
リ

カ
の
核
抑
止
に
依
存
す
る
」

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

「
核
抑
止
」
と
は
、
核
兵
器

の
存
在
に
よ
っ
て
敵
対
国
の

核
使
用
を
思
い
留
ま
ら
せ
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
日
米

同
盟
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
の

「
核
の
傘
」
の
も
と
、
仮
想

敵
国
が
日
本
を
侵
略
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
そ
れ
が

「
抑
止
力
」
と
な
る
と
日
本

政
府
は
考
え
て
い
ま
す
。

   こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
政

府
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
保
有

を
認
め
る
「
核
不
拡
散
条
約

（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）」に
は
継
続
し
て

   今
後
、
日
本
が
禁
止
条
約

に
批
准
し
、
条
約
加
盟
国
と

な
れ
ば
、
駐
日
米
軍
そ
の
も

の
が
否
定
さ
れ
る
に
等
し
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
日
本

斫
り
工
（
２
人
）
社
員

  ㈱
叶
工
業

 （
豊
玉
分
会
）

  練
馬
区
豊
玉
上
２
‐
　
‐
　
‐
３
０
２

２２

１０

  ☎
０
９
０
‐
５
２
１
４
‐
４
７
７
４

コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
工
（
２
人
）

                       社
員
、
見
習

  ㈲
三
進
圧
送

 （
北
練
馬
分
会
）

  練
馬
区
平
和
台
２
‐
６
‐
　１２

  ☎
０
３
‐
３
９
３
１
‐
８
４
１
１

賛
成
す
る
が
、

核
抑
止
の
否
定

や
核
兵
器
廃
絶

を
め
ざ
す
「
核

兵
器
禁
止
条

約
」
を
認
め
て

は
ア
メ
リ
カ
の

「
核
の
傘
」
に

入
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
し

て
、
禁
止
条
約

の
批
准
を
拒
ん

で
い
ま
す
。

の
非
核
三
原
則
を
無
視
（
日

本
政
府
の
暗
黙
？
）
し
て
き

た
ア
メ
リ
カ
の
原
子
力
空
母

・
原
子
力
潜
水
艦
の
日
本
へ

寄
港
・
停
泊
さ
せ
る
こ
と
も

禁
止
条
約
違
反

と
な
る
の
で

す
。（
核
兵
器

禁
止
条
約
の
発

効
に
は
　
か
国

５０

・
地
域
の
批
准

が
必
要
）

   し
か
し
、
２

０
１
７
年
に
採

択
さ
れ
た
「
核

兵
器
禁
止
条

約
」
に
は
日
本

の
原
爆
被
爆
者

の
方
々
が
主
要
な
役
割
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。「
核
兵
器

に
よ
る
戦
争
被
爆
が
二
度
と

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
」
と
の

心
か
ら
の
願
い
・
叫
び
が
、

禁
止
条
約
に
は
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
願
い
・
叫
び

を
無
視
し
、
唯
一
の
戦
争
被

爆
国
で
あ
る
日
本
が
、「
核

の
抑
止
力
」
を
頼
り
に
核
兵

器
廃
絶
を
先
延
ば
し
に
し
て

い
ま
す
。

   核
兵
器
保
有
国
と
非
保
有

国
と
の
「
橋
渡
し
」
を
続
け

る
と
い
い
な
が
ら
何
も
し
て

い
な
い
日
本
政
府
、
今
こ
そ

考
え
方
を
改
め
る
時
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。（
奈
）

※
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は

２
０
１
９
年
９
月
　
日
、
新

２６

た
に
５
か
国
が
批
准
書
を
国

連
事
務
総
長
に
寄
託
し
ま
し

た
。
あ
と
　
か
国
・
地
域
の

１８

批
准
で
条
約
が
発
効
さ
れ
ま

す
が
、
現
在
、
核
保
有
国
は

一
国
も
批
准
し
て
い
ま
せ

ん
。
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庵
庵
庵
庵
庵
庵

 読
者
の
ひ
ろ
ば

「
練
馬
支
部
　
周
年

６０

              お
め
で
と
う
」

      石
神
井
分
会
・

           深
作
 清
美
 さ
ん

    ６
月
９
日
号
（
２
５
２
１
号
）
の

                    ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
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書
カ
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ド
当
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